
7月の定例作業日は 7/28､ 

梅雨明け後しばらく猛暑日が

続きましたが、作業日前の数

日はちょっと梅雨が戻ったよ

うな空模様でした。当日の朝

も曇り空で、湿気はありまし

たが風も吹いており、この時

期としては程よい作業日和で

した。  

そんな天候の中、参加者は

17名。 

林内班の 11 名は、かなり草

木が繁茂していた、ボーイス

カウト区域の道路沿い縁辺部

の整備に取り組みました。 

巡回班７名は湿地におい

て、セイタカアワダチソウの

抜去・ヌマトラノオ保護エリ

アの囲いの修正などを行いま

した。  
 
             
 
 
 
 
 
 
 
 
         

[7/28 全体集合写真] 
  

林内班の三浦さんからの報告

です。 

『前日までの酷暑続きが嘘

のように爽やかな風が吹くこ

の日の朝の、気温は 23度。 

途中前回合同作業した湿地

帯の様子を見てから園路を通

りかねてより気懸りだった

「タケニグサ」の成長の具合

を見ていく。相変わらず伸び

放題で 3ｍ近い背丈に伸長し

園路にはみ出して実に見苦し

い。既に花は終わって多くの

種を付けている。毎年市が刈

り払いをしているが、この季

節に同じ景色をみている、

年々増えている。根絶は困難

だとは種を見て判る。如何に

生命力旺盛な植物かを思い知

らされる思いがした。 

途中路端に朱色を増しつつ

ある鬼灯（ほおずき）が目に

付いた。お盆を目前に欲しい

人がいるだろうと何本か採取

させてもらった。 

突き当たりのボーイスカウ

ト活動予定地は草木が生長し

見通しを大きく妨げている姿

を横目に見ながら、バイオネ

ストの前を通ると林の奥に黄

色のテープで囲ってあるのが

見えた。近寄って見ると「ハ

チに注意」の表示がされてい

た。周囲を観察したがハチの

姿がないのでハチが巣作りし

そうな洞や空洞を点検したが

特に問題がなさそうだった。 

第二駐車場方向にさらに林

の中を見ながら進むとアヤメ

科の多年草「ヒオウギ」の橙

色に赤い点々の綺麗な花が二

株咲いていた。林全体はこれ

まで手を入れた場所とそうで

ない場所の草丈の差異が著し

かった。 

前日まで続いた猛暑でこの

日の参加者が少ないだろうと

の予測は外れ 17人と多かった

のには驚いた。準備体操、写

真撮影の後の班編制は巡回班

7人、林内班 10名となった。 

林内班の作業地はバイオネ

ストエリアの残りと考えたが

急遽ボーイスカウトエリアと

する事になった。前々回バイ

オネストエリアの刈り払いを

したので隣接するボーイスカ

ウトエリアの伸び放題荒れた

状況が余りにも目立って見苦

しく見えたからだ。背が高い

草木に覆われしかも込み入っ

て作業は難航は明らかだった

が、せめて道路と園路に面し

た部分だけでもとやろうでは

ないかと、刈払い機 3台稼

働、7人は各自鎌や刈り込み

鋏を持ち時間内でやれるだけ

やろうと申し合わせて着手。 

気温は 30度近かったが曇り

空ながら吹く風が涼しく感じ

られたこともあり、殊の外作

業がスムースに進み道路や園

路際だけでなく林の奥まで手

が入り外観からみて全体的に

さっぱりした景観に仕上がっ

たのは望外の成果だった。 

9月の活動再開の際にもう一
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回手を入れれば原っぱ広場か

ら見渡しても林全体にさらに

さっぱりした景色に変る事は

間違いないだろう。 

8月の真夏の猛暑を乗り越え

9月の作業再開に元気な姿に

再会出来るよう願ったこの日

の作業の感想だった。』 
              
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
      

[7/28 林内班集合写真] 
           
 
 
 
 
 
 
 
 
           

[7/28 林内作業] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[7/28 林内作業前] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[7/28 林内作業後] 
 

                    
 
 
 
 
 
 
 
 
              

[7/28 巡回ゴミ班集合写真] 
  

湿地における巡回ゴミ班の

作業は、①6/11に実施したヌ

マトラノオ保護エリアを囲っ

た位置の修正と補強、並びに

ビニールテープから天然素材

の紐への変更。②セイタカア

ワダチソウの抜去、並びに前

回の刈込した草の移動などを

行いました。 

なお、湿地中心部は湿り気

が残されていました。 

作業コースの記号は、イ-K-

c-L-j-i-ロ-i-j-L-c-Kとなり

ます。なお、作業に先立って

K-c-L-l-F- a’-k-l-L-*-イと

巡回しています。 
  
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[7/28 湿地の作業] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[7/28 ゴミ集約*] 
＊林内班のゴミを含む 
 

作業終了後、東屋にて昼食

会を行いました。1時間余り

の楽しいひと時でした。参加

者は 10人でした。 
   
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[7/28 昼食会] 
  

～～～～～～～～～～～～～ 

7月の第二作業日(7/14)は､ 

梅雨明けを思わせるような強

い陽差しの中での作業でし

た。 

参加者は 18名。 
 
 
 
 
 
 
 
                              

[7/14 集合写真] 
 

前回作業終了時の打ち合わ

せ通り、全員で湿地の作業に

取り組みました。その概要は

以下の通りです。 

・ヌマトラノオ保護エリア

周辺および東側境界沿いの機

械除草。 

・刈り草の集積。 

・ヌマトラノオ保護エリア

目印の補修。 

・その他保護植物の目印(三

浦さん･本多さんなどが､シノ

ダケを切って用意してくれま

した)。 

・周辺部エリアでの人力に

よる、主にセイタカアワダチ



ソウの除草。 

不慣れな暑さの中での作業

のため、11時をもって湿地で

の作業を終了しました。 

以下、三浦さんからの詳細な

感想・報告です。 

『朝の気温 25 度だが体感温

度はそれ以上だ。最高 34度の

予報。湿度も高く一寸動くだ

けで汗ばみ身体がだるい。 

が今日は巡回班と林内班合

同で、湿地帯のヌマトラノオ

の保護活動の日でもあり気を

引き締め出かける。 

こんな天気状況で果たして

何人集まるだろうか気懸りだ

ったが暑さにめげず 18人も集

まった。高齢者侮るべからず

恐るべしである。 

深澤代表から熱中症警戒ア

ラートが発令されたら作業中

止の前提で出かけることにし

た。向かう途中湿地帯へ寄っ

て状況を把握した限りでは、

窪地だが周囲には樹木が繁っ

ており暑くなったら木陰に避

難できるし休憩しながら涼も

とれる場所もあるので予定通

り作業は可能と判断した。 

しかしこの時は気が付かな

かったがこの判断が大きな誤

算だったと後で知る事になる

とは、思いも寄ら無かった。 

片輪がパンクしたリヤカー

に空気を入れ刈払い機４台、

チェンソー、刈り込み鋏、鎌

や熊手など資器材満載にして

向かった。 

途中 H氏と私は湿地帯のヌ

マノトラノオのエリアを囲み

目印にし保護するため狭山東

京線のコリドー近くの竹林に

寄り「篠竹」を 20本ほど採取

するため別行動となった。 

作業は刈払い機 4台を主力

にヌマノトラノオの群生地の

外周の刈り払い、14人はセイ

タカアワダチソウやオオブタ

クサの引き抜きや伐採と片付

けだ。 

作業着手は湿地の中央部か

ら始めたが、遮るもの何もな

い直射日光に晒された炎天下

のため、開始して早々から半

端ない暑さに汗し苦しめられ

た。近くの木陰に移動したら

多少は暑さも和らぐかなと行

ってみたが、あにはからんや

日向と変わりない暑さ。空気

自体がサウナ状態で息苦し

く、加えて風が殆ど吹いてな

いから尚更厳しさを感じた。

何故こんなに異常に暑いのだ

ろうかと疑問に思い、湿地帯

の環境を見渡して「ハッと」

気が付いた。湿地帯の中心に

身を置いて周りの景色を見る

と外観とは違う景色があっ

た。なんと湿地帯を中心に周

り全部が樹に覆われた丘状の

「盆地、窪地」の地形を成し

ていることに。風が吹かなけ

れば熱気溜まりになるのは道

理だと。地形が織りなす事象

に思い及ばず木陰があるから

大丈夫と安易に考えて作業を

勧めた判断の甘さがあったこ

とを知り、自責の念と共に参

加者の皆さんにお詫びするし

かないとまで考えた。 

が誰一人として文句も出ず

体調不良も無く懸命に取り組

んでくれたお陰で、概ねの成

果を上げられ安堵の胸をなで

おろした。 

唯々皆さんの健闘を称えた

い気持ちでいっぱいだった。 

まさにヌマノトラノオの花

言葉「思いがけない」を象徴

するようなこの日の暑さの中

活動を強いたことに反省させ

られたほろ苦さを味わった作

業日だった。』 
            
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[7/14 木陰で休憩] 
 
 
 
            
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[7/14 湿地作業-1] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[7/14 湿地作業-2] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[7/14 湿地作業-3] 
 
 
 
 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

[7/14 湿地作業-4] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
     

[7/14 ゴミ集約*] 
＊すべて林内班からのゴミです 

 

作業終了後、引き続き「植

物探索」は、西尾さんを含む

8名で行いました。探索班の

報告は別冊になります。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
                              

[7/14 植物探索班集合写真] 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
         
          
 
 
 
 
 
    
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

  

８月は作業無し！  
 

植物探索：8 月 10 日（月） 

探索時間＿9:00～11：00 まえ 

＊持ち物：手袋､タオル､雨具、飲み物､ 

念のため、保険証・お薬手帳など 
 
 

きらくな懇談会：8 月 25 日（火） 

場所：生涯学習推進センター101 会議室 

時間：10:00～11：30 
 

納涼会：8 月 25 日（火） 

場所：ちとせ 

時間：12:00～13：30 ころ 
 

各種感染症注意!! 
各種感染症が流行しています。

手洗いなどの感染対策ととも

に、日常からの、「バランスの

とれた栄養補給」「適度な運

動」「快適な睡眠」などで、し

っかりと体調管理をしましょ

う。 

応援隊 9 月以降の予定 

「熱中症警戒アラート」が発令された場合は作業中止します 

9/15(火)､9/29(火)､10/13(火)､10/27(火)､11/12(木)､ 
11/24(火)､12/15(火)､12/22(火)､懇談会･忘年会､ 

1/12(火)､1/26(火)､2/11(木)､2/23(火)､  
3/11(木)､3/30(火)､3 下旬～4 月上旬総会的懇談会 

日常生活でも熱中症注意!! 

*大量の汗・生あくび・めま

い・立ち眩み・筋肉痛・こむ

ら返り等はすでに熱中症(軽
症)！⇒対策は、涼しい場所

で休む、体を冷やす、経口補

水液を飲む。 
＊体を冷やすポイントや、中

等症・重症の症状と対策な

ど、市の広報 6 月号参照。 

8/29(土) 自然観察会 9:00～11:00 

管理棟前集合 

カルパーぐるぐるネットワーク 自然観察部：主催 

(雨天中止：Instagram 参照)  
 

 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
    

 
 
 
 
 
 

                                                                                                                                  
 

 
 
 
 
 
 
 
 

 

地点名 イ  現在のデイキャンプ場 
ロ  湿 地 
ハ  現在のサッカー場 
セ  特養、グループホーム 
ス  産 廃 
E  交差点「開発」 

  W’  交差点「牛沼」 
通り名 X-E-X’ 県道東京狭山線 

W”-A-W’  市道 カルチャーパーク通り 

Y-W’-Y’  国道  
園内通り名 
（仮称の 
たたき台です） 

A-B-C-E   桜木神社通り 
D-C  霊園通り 
C-F  サッカー場通り 
B-L-K  中央通り 
L-F-G  東西通り(L-F:フラワー通り) 
G-H  東通り 
K-J-I  農道 
I-H 産廃裏通り 

カルチャーパーク周辺平面図 
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園内の通りの名称は仮称(たたき台)です。 
皆さんからの御意見をお寄せください。 

カルチャーパーク周辺 名称 
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＊この「応援隊」は 

所沢市民大学 18 期「都市の

環境」講座の受講生が呼びかけ

て始められました。 
“所沢カルチャーパーク”

が、「平成 11 年度基本構想」

にのっとった公園として発

展・整備されるように見守り、

応援してゆくことを目指し、

2011 年 10 月より活動をはじ

めました。 
定例作業は毎月最終火曜日 
まずはゴミ拾いと散策から

取り組んできましたが、現在は

「森の再生」をも念頭に置き、

作業内容も広げています。 
どなたでも参加できますの

でお気軽にどうぞ。 
追加の予備作業日について

は、「かわらばん」でお知らせ

します。 
＊お願い 

「かわらばん」の発行は、定

例作業日(毎月最終火曜日)の
翌月 10 日となっています。 
参加された皆様、写真や感想

メモのあるかたは、翌月の５日

までに深澤まで送ってくださ

い。よろしく。 
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